
ディボーション質問表 18 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。   １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。  19 日（月）ヨハネの黙示録 21：9～22：5    ここでの主題は「新しいエルサレム」です。 その広さは文字通りには約 2220 キロメートル四方の立方体です。 アブラハムがめざしていた天の都とはまさにこれで、その地面は貴金属、その光は父なる神と子なるキリストであり、都を流れるいのちの川と、そのほとりに生えるいのちの木が人々をいやします。 １．この箇所を読んで、どんな天国の様子がイメージできますか。 自分の言葉で短く言い表してみましょう。 ２．都は神の光を映し出すもので満ちています。 あなたは今日、神のどんな性質を自分の生活に反映しますか。  20 日（火）ヨハネの黙示録 22：6～21 最後は黙示録のまとめと、この書の正しい取り扱いについて書かれています。 黙示録はその衝撃的な内容が人の注目をひき、その好奇心をかき立てますが、その目的は「時がちかづいていること」を知らせ、「聖徒に希望」を与え、「正しいことを行わせる」ことです。 それは私達に神の壮大な「エンドビジョン」を知らせ、今のキリスト者の生活が例外なく、このゴールに向かっていることを意識させてくれます。 １．この幻を見たヨハネの気持ちを想像してみましょう。 あなたはどんな気持ちがしましたか。 ２．今私達は神に「来てください。」と願い、行動しているでしょうか。 その時が早められるために何をするべきでしょうか。  21 日（水）マルコの福音書 １：１～４５ マルコの福音書のテーマは「しもべとしてのイエス様」です。 マルコ 1：1～45 を読み、以下の 4 つの質問の中から１つを選んでください。 1．バプテスマのヨハネの成功の裏にある原則はなにか、見出してください（1～11 節）。 2．イエス様は将来のご自分の働きに対して、どのような準備をされましたか？ 何をして、イエス様の将来の働きはそれほど力強いものとなったでしょうか？ イエス様を見習いましょう（12～20 節）！ 3．イエス様の働きの焦点は何でしたか？ イエス様がなされたことを見出し、見習いましょう（21～34 節）！ 4．イエス様は非常に疲れきってしまうような毎日の始めに、何をされていましたか？ 働きを成功に導くイエス様の優先順位を見出してください（35～39 節）。  22 日（木）マルコの福音書 ２：１～２８ １．なぜイエス様は、4 人が担いできた中風の人をいやされようと思ったのでしょうか？ 神は奇蹟についてどんな原則をここで示しておられますか（1～12 節）？ ２．なぜ神さまは極悪取税人マタイを選び、使徒とされたのでしょうか（13～17節）？ ３．18～28 節でイエス様は何を教えておられますか？  23 日（金）マルコの福音書 ３：１～３５ 1．イエス様はどのような働きをされていましたか（1～12 節）？ イエス様は彼の弟子たちをどのように招きましたか？ どんなつとめを弟子たちに与えられましたか（13～19 節）？ 2．イエス様は家や国の一致についてどのような教えをされたか見出してください（20～27節）。 3．聖霊様の役割は、人々にイエス様が主であり、救い主であることを明らかにすることです（1 コリント 12：3）。  もし、聖霊様がベルゼブル（悪霊どもの支配者）だと非難されるなら、聖霊様はその人々にはイエス様が主であり、救い主であるとは明らかにしようとはしません。 それゆえそれらの人々は決してイエス様を信じることはなく、救われないのです。 これは、“聖霊を冒涜（ぼうとく）する罪”と呼ばれています（28～29 節）。 このようなわけで、この罪は決して赦されない罪なのです。 本物のクリスチャンは決してこの罪を犯すことはありません。  聖霊様がその人の内に住んでおられるからです（エペソ1：13～14）。 ただクリスチャンは聖霊様を悲しませることはあり得えます（エペソ4：30）。  24 日（土）マルコの福音書 ４：１～４１ ４章全体を読みますが、ここでは 21～34 節だけに焦点をしぼります。 １．あかりとは、神のことばのことです。 もし私たちが神のことばによって私たち自身を照らすようにするならば（あかりを枡の下に置かずに）、何が起こるでしょうか（21～23 節）？ ２．私たちが他人を量る（裁く）ことについて、イエス様は何を教えておられますか（24～25 節）？ ３．神のことばは、種として例えられています。 私たちは神のことばを黙想しようと、挑戦してきました。 神の御国において、どのように神のことばが成長するか見出してください（26～34 節）。 


